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特
別
記
事

山
口
信
治
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

論
文
の
構
成

　

山
口
信
治
君
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
毛
沢
東

の
強
国
化
戦
略
―
中
国
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
政
治　

1​

9​

4​

9
―
1​

9​

7​

6
」
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　

章
1
．
は
じ
め
に

2
．
分
析
枠
組
み

3
．
リ
サ
ー
チ
デ
ザ
イ
ン

第
1
章　

​

新
民
主
主
義
段
階
構
想
の
終
焉
と
朝
鮮
戦
争　

1​

9​

4​

9
―
1​

9​

5​

3

問
題
の
所
在

1
．
新
民
主
主
義
段
階
構
想

2
．
新
民
主
主
義
段
階
構
想
放
棄
の
過
程

3
．
変
化
の
背
景

4
．
建
国
初
期
の
国
防
工
業
建
設

5
．
ラ
イ
バ
ル
仮
説

結
論

第
2
章　

​

社
会
主
義
化
の
加
速
と
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機　

1​

9​

5​

4
―
1​

9​

5​

6

問
題
の
所
在

1
．
第
一
次
五
カ
年
計
画
と
農
業
集
団
化
の
加
速

2
．
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
と
そ
の
影
響

3
．
国
内
政
治
に
対
す
る
影
響

4
．
核
時
代
の
軍
事
建
設

5
．
ラ
イ
バ
ル
仮
説

結
論

第
3
章　

反
冒
進
と
国
際
環
境　

1​

9​

5​

6
―
1​

9​

5​

7

問
題
の
所
在

1
．
冒
進

2
．
反
冒
進
の
過
程

3
．
反
冒
進
の
国
際
的
背
景

4
．
軍
の
削
減

5
．
ラ
イ
バ
ル
仮
説

結
論
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第
4
章　

​

大
躍
進
政
策
の
形
成
と
共
産
主
義
の
夢　

1​

9​

5​

8
―

1​

9​

5​

9

問
題
の
所
在

1
．
工
業
革
命
、
農
業
革
命
、
科
学
革
命

2
．
原
因
：
対
外
戦
略
の
変
化

3
．
大
躍
進
と
人
民
解
放
軍

4
．
ラ
イ
バ
ル
仮
説

結
論

第
5
章　

​

大
躍
進
政
策
の
失
敗
と
中
国
の
孤
立　

1​

9​

5​

9
―
1​

9​

6​

2

問
題
の
所
在

1
．
四
つ
の
近
代
化
と
和
平
演
変

2
．
高
ま
る
脅
威
と
林
彪
指
揮
下
の
人
民
解
放
軍

3
．
大
躍
進
政
策
失
敗
の
衝
撃

4
．
国
際
環
境
と
毛
沢
東
の
反
撃

5
．
ラ
イ
バ
ル
仮
説

結
論

第
6
章　

​

三
線
建
設
と
中
国
政
治
の
分
裂　

1​

9​

6​

3
―
1​

9​

6​

6

問
題
の
所
在

1
．
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
変
遷

2
．
軍
の
影
響
力
増
大

3
．
中
国
政
治
の
分
裂
と
戦
略
の
不
在

4
．
ラ
イ
バ
ル
仮
説

結
論

第
7
章　

​

文
化
大
革
命
と
中
国
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の

再
編　

1​

9​

6​

9
―
1​

9​

7​

5

問
題
の
所
在

1
．
中
ソ
衝
突
と
戦
備
強
化

2
．
米
中
接
近
と
国
内
政
治
の
再
編

3
．
毛
沢
東
政
治
の
終
焉

結
論

終　

章
1
．
本
研
究
の
結
論

2
．
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

3
．
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
習
近
平

参
考
文
献

論
文
の
主
題

　

一
般
に
外
交
は
内
政
の
延
長
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
現
代
中
国
研

究
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
い
わ
ば
自
明
の
理
と
し
て
共
有
さ
れ

て
き
た
知
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
山
口
信
治
君
の
本
研
究
は
こ
う
し
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た
常
識
に
立
ち
向
か
っ
た
野
心
的
な
試
み
で
あ
る
。
本
論
文
の
序
章

に
お
い
て
、
彼
の
議
論
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
著
者

の
山
口
君
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
時
代
の
中
国
政
治
は
対
外
的
な
脅
威

認
識
が
国
内
政
治
の
基
本
的
底
流
を
形
作
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
国

際
環
境
と
そ
れ
に
対
す
る
毛
沢
東
の
危
機
認
識
が
国
内
政
治
の
骨
格

を
規
定
す
る
主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で

も
な
く
、
毛
沢
東
時
代
の
政
治
・
外
交
に
関
す
る
過
去
の
研
究
は
数

限
り
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
主
と
し
て
国
内
政
治
の
分
析
が
中
心
で

あ
り
、
国
際
的
要
素
は
副
次
的
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
そ
う
し
た
定
型
化
さ
れ
た
思
考
に
対
し
て
、
山
口
君
は

多
く
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
緻
密
な
実
証
研
究
を
通
し
て
大
い
な
る

挑
戦
を
試
み
て
い
る
。

　

山
口
君
は
単
純
に
対
外
的
な
脅
威
認
識
が
国
内
政
治
の
す
べ
て
を

規
定
し
て
き
た
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
説
明
の

変
数
と
し
て
登
場
す
る
の
が
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
い
う
概

念
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
が
対
外
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
設
定
す

る
う
え
で
の
原
則
や
論
理
を
指
し
、
そ
れ
は
政
治
、
外
交
、
軍
事
、

経
済
な
ど
の
諸
領
域
を
有
機
的
に
関
連
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
彼
に

よ
れ
ば
、
従
来
の
現
代
中
国
研
究
に
は
個
別
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

実
証
分
析
は
多
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
関
連
付
け
る
も
の
と

し
て
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
視
座
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
中
国
の
政
治
変
動
を
分
析
す

る
と
、
外
的
要
因
こ
そ
が
主
た
る
要
素
で
あ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、

国
内
政
治
の
要
因
も
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
山
口
君
の
本
意
を

よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
毛
沢
東
時
代
の
政
治
変
動
は
国
際
的
な
対
外

脅
威
認
識
を
主
要
因
と
し
つ
つ
、
国
内
政
治
を
副
次
要
因
と
し
て
形

成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
の
中
国
に
と
っ

て
の
対
外
脅
威
と
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
国
土
防
衛
、
国
家
統
合
、
中

国
共
産
党
政
権
の
維
持
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
な
る
核
心
的
な
国

益
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り
、
安
全
保
障
問
題
の
根
源
は
具
体
的
に
は

対
米
、
対
ソ
関
係
に
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
と
仮
説
に
も
と
づ
い
て
、
山
口
君
は
一
九
四

九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
か
ら
七
六
年
ま
で
の
毛
沢
東
時
代
の

強
国
化
へ
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
、
次
の
六
つ
の
段

階
に
分
け
て
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
九
年
の

建
国
か
ら
五
三
年
ま
で
の
新
民
主
主
義
構
想
と
朝
鮮
戦
争
の
時
期

（
第
1
章
）、
五
四
年
か
ら
五
六
年
ま
で
の
第
一
次
五
カ
年
計
画
に
お

け
る
社
会
主
義
体
制
移
行
と
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
の
時
期
（
第
2

章
）、
そ
の
直
後
の
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
の
急
進
化
（
冒

進
）
に
対
す
る
反
冒
進
の
時
期
（
第
3
章
）、
五
八
年
か
ら
五
九
年

に
か
け
て
の
大
躍
進
政
策
期
（
第
4
章
）、
五
九
年
か
ら
六
二
年
に

か
け
て
の
大
躍
進
の
失
敗
と
中
ソ
対
立
に
よ
る
外
交
的
孤
立
期
（
第
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5
章
）、
六
三
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
の
米
ソ
と
の
対
立
激
化
と

三
線
建
設
の
時
期
（
第
6
章
）、
文
化
大
革
命
発
生
後
の
六
九
年
か

ら
七
六
年
ま
で
の
中
ソ
関
係
悪
化
と
米
中
接
近
の
な
か
で
の
国
内
政

治
の
混
乱
期
（
第
7
章
）、
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
各

章
に
お
け
る
著
者
の
議
論
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

各
章
の
概
要

　

第
1
章
で
は
、
建
国
初
期
の
毛
沢
東
に
よ
る
社
会
主
義
体
制
へ
の

急
進
化
の
背
景
と
し
て
朝
鮮
戦
争
の
経
験
と
教
訓
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
中
国
は
近
代
史
の
過
程
で
資
本
主
義
の
時
代
を
十
分
に
経
験
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
社
会
を
支
え
る
生
産
力
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
毛
沢
東
を
中
心
と
し
た
執
行
部
は
中
国
的
資
本
主
義
の

段
階
と
も
い
え
る
新
民
主
主
義
段
階
を
比
較
的
長
期
に
設
定
し
、
建

国
当
初
は
共
産
党
以
外
の
政
党
に
も
政
権
参
加
の
道
を
開
い
た
。
し

か
し
一
九
五
三
年
か
ら
は
じ
ま
る
第
一
次
五
カ
年
計
画
で
は
、
社
会

主
義
へ
の
「
過
渡
期
の
総
路
線
」
を
打
ち
出
し
、
社
会
主
義
体
制
確

立
へ
の
道
を
急
進
化
さ
せ
、
新
民
主
主
義
段
階
を
中
断
さ
せ
た
。
そ

の
背
景
と
し
て
、
従
来
は
毛
沢
東
と
党
内
保
守
派
と
の
党
内
論
争
を

主
要
因
と
し
て
指
摘
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
著
者
は
そ
れ
が
朝
鮮

戦
争
に
よ
っ
て
米
国
の
対
中
封
じ
込
め
政
策
が
明
確
と
な
り
、
そ
の

脅
威
に
対
抗
す
る
に
は
工
業
化
を
急
い
で
国
力
を
つ
け
る
以
外
に
方

法
が
な
い
と
毛
沢
東
が
判
断
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ

の
際
の
重
点
は
重
工
業
建
設
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
ソ
連
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
重
工
業
建
設
こ
そ
が
国
防
産
業

を
強
化
さ
せ
る
道
で
あ
る
と
の
毛
の
信
念
に
も
と
づ
い
て
い
た
。

　

第
2
章
で
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
け
る
農
業
集
団
化
の

加
速
度
的
展
開
の
背
景
を
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
と
の
関
連
で
考
察

し
て
い
る
。
共
産
党
は
中
国
を
社
会
主
義
社
会
に
変
革
す
る
目
的
で
、

個
々
に
散
在
し
て
い
た
農
家
を
束
ね
る
集
団
化
政
策
を
展
開
し
は
じ

め
た
。
当
初
は
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
経
験
を
教
訓
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
速
度
で
進
め
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
頃
か
ら
毛
沢

東
は
急
進
主
義
に
傾
き
、
党
内
の
保
守
派
官
僚
と
の
意
見
対
立
を
生

じ
さ
せ
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
著
者
は
、
第
一
次
台

湾
海
峡
危
機
が
毛
沢
東
に
与
え
た
深
刻
な
影
響
を
指
摘
す
る
。
こ
の

危
機
は
、
米
国
が
中
国
に
対
し
て
核
兵
器
の
使
用
も
視
野
に
入
れ
る

ま
で
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
毛
沢
東
の
対
米
脅
威

認
識
も
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
こ
と
が
中
国
に
核
開
発
を
決
意
さ
せ
、

同
時
に
社
会
主
義
体
制
の
早
期
確
立
こ
そ
生
産
力
を
解
放
さ
せ
、
強

国
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
と
毛
沢
東
に
確
信
さ
せ
た
。
そ
れ
が
農
業

集
団
化
の
急
進
化
の
背
景
で
あ
っ
た
と
著
者
は
主
張
す
る
。

　

第
3
章
で
は
、
社
会
主
義
体
制
へ
の
移
行
の
急
進
化
が
五
六
年
後

半
か
ら
急
激
に
緩
和
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
ま
で
の
「
冒
進
」
路
線
か
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ら
「
反
冒
進
」
路
線
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
背
景
を
主
と
し
て
国
際

要
因
か
ら
解
明
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
国
際
情
勢
の
緩
和
と

ソ
連
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
結
果
、
中
国
で
も
戦
略
的
調
整

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
国
内
で
も
穏
健
路
線
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
海
峡
危
機
に
お
い
て
経
験
し
た
よ
う
な
戦
争

の
緊
迫
度
は
遠
の
き
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
毛
沢
東
の
個
人
崇
拝
化

現
象
に
対
す
る
反
省
を
生
み
、
東
欧
に
お
け
る
民
主
化
を
要
求
す
る

暴
動
は
中
国
国
内
の
政
治
運
営
に
一
定
の
反
省
の
余
地
を
与
え
た
。

そ
の
結
果
、
全
体
と
し
て
国
内
の
政
策
的
方
向
性
が
穏
健
な
も
の
と

な
り
、
国
防
工
業
建
設
も
比
較
的
緩
や
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

第
4
章
で
は
、
大
躍
進
運
動
と
い
う
毛
沢
東
の
急
進
主
義
の
頂
点

と
も
い
え
る
政
策
の
背
景
が
国
際
的
文
脈
と
の
関
連
で
克
明
に
分
析

さ
れ
て
い
る
。
大
躍
進
政
策
の
本
質
は
「
一
五
年
で
イ
ギ
リ
ス
に
追

い
つ
く
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
を
一
流

の
強
国
に
一
挙
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
毛
沢
東
の
急
進
化
政
策
で

あ
っ
た
。
多
く
の
研
究
が
す
で
に
証
明
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
未
曽

有
の
犠
牲
者
を
生
み
出
す
中
華
人
民
共
和
国
史
上
最
大
の
惨
事
と

な
っ
た
が
、
そ
の
本
質
は
巨
大
な
人
災
で
あ
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

五
六
後
半
か
ら
五
七
年
前
半
に
か
け
て
の
比
較
的
穏
健
な
時
代
は
、

す
ぐ
に
中
国
か
ら
み
て
国
際
情
勢
に
お
け
る
多
難
な
時
代
へ
と
変
化

を
遂
げ
、
そ
れ
が
大
躍
進
を
形
成
す
る
の
に
大
き
な
促
進
要
因
と

な
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
米
国
に
よ
る
対
中
圧
力
の
強
化
に

よ
り
平
和
共
存
路
線
が
挫
折
し
、
台
湾
解
放
の
展
望
も
行
き
詰
ま
り
、

直
ち
に
戦
争
が
勃
発
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
米

国
と
の
将
来
的
対
決
を
考
慮
し
た
場
合
、
一
刻
も
早
く
中
国
が
経

済
・
軍
事
大
国
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。
そ
れ
が
毛
沢

東
を
し
て
大
躍
進
と
い
う
焦
り
に
も
似
た
急
進
政
策
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
が
著
者
の
議
論
で
あ
る
。

　

第
5
章
で
は
、
大
躍
進
政
策
挫
折
以
降
の
経
済
的
大
混
乱
の
な
か

で
の
経
済
調
整
期
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
は
経
済
調
整

を
当
初
容
認
し
て
い
た
が
、
や
が
て
劉
少
奇
ら
の
経
済
政
策
に
疑
念

を
抱
き
は
じ
め
、
六
二
年
後
半
か
ら
は
再
び
急
進
路
線
に
舞
い
戻
り

階
級
闘
争
の
継
続
を
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
た
危
機
感
の
裏
側
に
は
、
大
躍
進
と
い
う
強
国
化
戦
略
の
失
敗

の
な
か
で
、
毛
沢
東
が
米
国
に
よ
る
様
々
な
圧
力
を
通
じ
た
体
制
転

覆
へ
の
危
険
を
感
知
し
（
和
平
演
変
）、
中
ソ
対
立
の
表
面
化
に
よ

り
ソ
連
へ
の
過
度
の
依
存
か
ら
脱
却
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、
毛
沢
東
は
大
躍
進

の
精
神
を
傷
つ
け
ま
い
と
し
つ
つ
、
国
内
急
進
化
の
方
向
へ
と
突
き

進
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
が
ま
さ
に
文
化
大
革
命
前
夜
の
様
相
で
あ
っ

た
と
著
者
は
主
張
す
る
。

　

第
6
章
で
は
、
六
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
三
線
建
設
の
背
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景
に
つ
い
て
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
三
線
建
設
と
は
、
中
国
の

工
業
施
設
が
大
都
市
近
郊
や
沿
海
地
区
に
集
中
し
す
ぎ
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
や
中
ソ
対
立
な
ど
を
通
じ
て
安
全
保
障
面
の
脆
弱
性
に
大
き
な

懸
念
が
生
ま
れ
、
重
工
業
や
国
防
工
業
の
基
地
を
三
線
と
呼
ば
れ
る

比
較
的
辺
鄙
な
内
陸
部
に
移
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。

し
か
し
著
者
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
を
中
心
と
し
た
こ
う
し
た
構
想
は
、

大
躍
進
以
後
の
経
済
混
乱
が
続
く
な
か
で
経
済
重
視
の
農
業
重
視
派

か
ら
反
発
を
浴
び
た
。
そ
の
結
果
、
党
内
の
意
見
は
ま
と
ま
ら
ず
、

そ
の
ど
ち
ら
の
考
え
方
も
政
策
的
に
は
不
十
分
な
ま
ま
に
終
始
し
た
。

著
者
は
、
こ
れ
に
よ
り
中
国
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
分
裂

し
、
文
化
大
革
命
へ
の
伏
線
を
形
成
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
毛
沢
東
は
ソ
連
「
修
正
主
義
」
に
対
す
る
嫌
悪
感
か

ら
中
国
社
会
の
変
質
の
可
能
性
を
危
惧
し
、
権
力
闘
争
と
し
て
の
文

化
大
革
命
に
突
入
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

第
7
章
で
は
、
文
化
大
革
命
の
後
半
期
が
事
例
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
時
代
の
末
期
で
も
あ
る
こ
の
時
期
、
中
ソ
軍

事
衝
突
と
米
中
接
近
と
い
う
対
外
戦
略
上
の
大
き
な
事
象
が
発
生
し
、

そ
れ
が
国
内
政
策
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
中
ソ
軍
事
衝
突

は
文
革
に
お
け
る
軍
へ
の
大
幅
な
依
存
も
あ
っ
て
、
政
策
の
中
心
を

軍
事
建
設
重
視
の
方
向
へ
と
移
動
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
の
米
中
接
近

と
林
彪
事
件
に
よ
っ
て
今
度
は
軍
へ
の
過
度
の
依
存
に
対
す
る
批
判

が
起
こ
り
、
農
業
や
軽
工
業
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
毛
沢
東
は
米
国
へ
の
過
度
の
依
存
を
警
戒
す
る
な
か

で
ソ
連
批
判
を
弱
め
た
が
、
そ
れ
も
中
途
半
端
に
終
わ
り
、
結
果
と

し
て
中
国
の
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
全
体
像
も
曖
昧
な
ま
ま

に
終
始
す
る
な
か
で
、
毛
沢
東
時
代
は
終
焉
し
た
。
そ
の
後
、
混
乱

し
た
中
国
政
治
を
引
き
継
い
だ
の
は
鄧
小
平
で
あ
り
、
彼
は
平
和
な

国
際
環
境
を
前
提
と
し
て
経
済
の
近
代
化
を
進
め
、
国
民
生
活
の
向

上
を
最
優
先
す
る
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
全
面
開
花
さ
せ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
本
章
に
お
け
る
著
者
の
主
張
で
あ
る
。

　

終
章
で
は
、
本
論
文
の
全
体
要
旨
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
本
研

究
の
成
果
が
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
論
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
か
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
権
威
主
義

体
制
に
お
い
て
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
転
換
は
小
規
模
の
範

囲
で
は
可
能
だ
が
、
大
転
換
は
指
導
者
の
権
威
に
も
関
わ
る
の
で
、

中
国
の
場
合
は
毛
沢
東
の
死
を
も
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
。

そ
し
て
中
国
の
よ
う
な
政
治
体
制
下
に
お
い
て
は
、
対
外
的
な
安
全

保
障
問
題
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
に
直
結
す
る
と
警
戒
さ
れ
る
傾
向

が
強
い
。
つ
ま
り
、
中
国
の
指
導
者
は
米
国
か
ら
の
様
々
な
圧
力
に

よ
り
自
国
の
政
治
体
制
が
変
容
す
る
危
険
性
を
絶
え
ず
警
戒
し
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
中
国
の
場
合
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の

形
成
と
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
最
高
指
導
者
の
役
割
が
決
定
的
に
重
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要
だ
と
著
者
は
主
張
す
る
。

評
価

　

本
研
究
に
評
価
す
べ
き
点
は
多
い
が
、
次
の
三
点
に
集
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
毛
沢
東
時
代
の
政
治
変
動
の
原
因

を
毛
と
彼
の
周
囲
の
党
内
指
導
者
と
の
政
策
と
権
力
を
め
ぐ
る
対
立

に
求
め
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
山
口
君
は
そ
う
し
た
観
点

を
保
持
し
つ
つ
も
、
本
研
究
の
な
か
で
、
国
際
的
な
脅
威
認
識
こ
そ

が
中
国
国
内
の
政
治
変
動
を
生
み
出
す
根
源
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証

的
に
、
し
か
も
明
快
に
証
明
し
て
い
る
。
本
論
文
は
過
去
に
発
表
済

み
の
研
究
の
論
文
集
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
た
め
に

各
章
間
の
論
理
に
ぶ
れ
は
な
く
、
論
旨
は
見
事
に
一
貫
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
に
お
け
る
政
治
変
動
を
、
近
年
、
安
全
保
障
論
あ
る
い

は
戦
略
論
の
分
野
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト

ラ
テ
ジ
ー
（
大
戦
略
）
の
概
念
を
駆
使
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
を
貫
い
て
い
る
こ
と
も
新
鮮
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
本
論
文
は
中
華
人
民
共
和
国
政
治
史
の
分
野
か
ら
み
て

も
緻
密
な
実
証
分
析
で
あ
り
、
近
年
出
版
・
発
掘
さ
れ
た
档
案
史
料

な
ど
新
た
な
史
料
を
十
分
に
駆
使
し
て
い
る
。
著
者
は
新
た
な
史
料

を
求
め
て
中
国
の
み
な
ら
ず
香
港
、
台
湾
、
米
国
な
ど
で
蒐
集
さ
れ

た
内
部
文
献
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
い
る
。
そ
う
し
た
努
力
に
よ
り
、

新
た
な
史
実
の
解
明
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
毛
沢
東
を

中
心
と
し
た
共
産
党
指
導
部
内
で
共
有
さ
れ
て
い
た
対
米
脅
威
認
識

の
大
き
さ
と
深
さ
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
朝
鮮
戦
争
は
も
と
よ
り
、

第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
に
お
け
る
米
国
の
核
使
用
に
対
す
る
恐
怖
心

の
強
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
躍
進
期
と
そ
の
後
の

経
済
調
整
期
に
関
し
て
は
従
来
ソ
連
と
の
関
係
悪
化
の
影
響
を
指
摘

す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
本
論
文
で
は
米
国
こ
そ
が
最
大
の
脅
威

と
し
て
一
貫
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
新
民
主
主
義
段

階
の
早
期
切
り
上
げ
に
関
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
ソ
連
モ
デ
ル
を

全
面
的
に
導
入
す
る
一
九
五
二
年
頃
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

著
者
は
毛
沢
東
が
朝
鮮
戦
争
を
経
験
し
た
直
後
の
五
一
年
に
は
す
で

に
決
心
し
て
い
た
と
い
う
。
三
線
建
設
に
し
て
も
、
一
般
に
は
毛
沢

東
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
軍
事
（
兵
営
）
国
家
化
構
想

と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
農
業
政
策
重
視
派
と
の
論

争
が
続
き
、
十
分
に
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。

ま
た
、
林
彪
事
件
は
従
来
か
ら
米
中
接
近
と
の
関
係
性
を
指
摘
す
る

研
究
が
多
い
が
、
著
者
は
そ
れ
を
別
々
の
事
項
と
し
て
両
者
の
直
接

の
関
係
性
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
本
研
究
で
は
新
た
な

史
実
と
そ
の
解
釈
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
そ
れ
と
の
関
連
で
、
山
口
君
は
こ
れ
ま
で
の
現
代
中
国
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政
治
史
の
分
野
で
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
ま
れ
で
あ
っ
た
人
民
解
放

軍
の
関
係
者
た
ち
の
文
集
、
回
顧
録
、
年
譜
な
ど
を
丹
念
に
集
め
、

毛
沢
東
時
代
に
お
け
る
軍
事
路
線
や
国
防
政
策
と
そ
れ
ら
の
変
化
に

関
す
る
新
た
な
事
実
を
見
出
し
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、
対
外
的
な

脅
威
認
識
が
国
内
政
治
に
与
え
る
影
響
を
主
題
と
し
て
い
る
結
果
と

し
て
、
そ
れ
が
中
国
に
お
け
る
国
防
や
軍
事
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
も
各
章
ご
と
で
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
本
論
文
の
一
つ
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
と
も
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
次
台
湾
海
峡
危
機
以
後
、

核
使
用
の
恐
怖
に
怯
え
た
中
国
は
核
開
発
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、

国
家
を
挙
げ
て
最
大
防
御
に
徹
し
、
持
久
戦
に
も
耐
え
る
「
積
極
防

御
」
の
方
針
を
固
め
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
従
来
は
毛
沢
東
と
国

防
部
長
の
彭
徳
懐
の
間
で
論
争
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
著
者
は
両

者
の
間
に
大
き
な
相
違
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
大
躍
進
期
に

お
い
て
は
、
軍
事
に
お
い
て
近
代
化
路
線
が
否
定
さ
れ
、
核
・
ミ
サ

イ
ル
と
民
兵
を
主
体
と
し
た
毛
沢
東
軍
事
路
線
に
回
帰
し
た
と
す
る

従
来
の
説
を
否
定
し
、
こ
の
段
階
で
も
五
六
年
以
来
の
積
極
防
御
が

維
持
さ
れ
、
海
軍
建
設
す
ら
提
案
・
計
画
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

近
年
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
点
で
も
あ
る
が
、
六
〇
年
代
前
半
に
展

開
さ
れ
た
と
い
わ
れ
た
軍
事
路
線
を
め
ぐ
る
林
彪
・
羅
瑞
卿
間
の
論

争
は
な
く
、
あ
っ
た
の
は
む
し
ろ
軍
内
の
権
力
闘
争
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
、
山
口
君
の
中
国
政
治
外
交
研
究
は
、
こ
れ
ま
で

単
独
で
扱
わ
れ
る
傾
向
の
強
か
っ
た
中
国
の
軍
事
問
題
研
究
に
も
新

た
な
光
を
当
て
て
い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
研
究
に
も
今
後
の
課
題
が
い
く
つ
か
残
さ

れ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
本
論
文
の
意
義
と
し
て
指
摘
し
た
テ
ー
マ
の
一
貫
性
か

ら
く
る
こ
と
で
あ
る
が
、
議
論
の
運
び
に
と
き
お
り
無
理
が
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
国
内
政
治
変
動
の
要
因
と
し
て
の
対
外
的
脅
威
認

識
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
従
来
の
通
説
で
い
わ
れ
た
よ
う
な
政
策
と

権
力
を
め
ぐ
る
論
争
や
経
済
状
況
、
あ
る
い
は
毛
沢
東
と
い
う
強
烈

な
個
性
が
生
み
出
す
人
格
的
要
素
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
を
や
や
強

引
に
二
次
的
要
因
と
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か

に
山
口
君
は
そ
う
し
た
批
判
を
前
も
っ
て
想
定
し
て
広
く
先
行
研
究

に
目
を
配
り
、
そ
し
て
ラ
イ
バ
ル
仮
説
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
解
釈
を
正
当
化
し
て
い
る
。
か
く
し
て
議
論
は
周
到
に

展
開
さ
れ
る
が
、
ラ
イ
バ
ル
仮
説
へ
の
反
駁
は
い
ず
れ
も
や
や
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
。
国
内
政
治
の
変
動
要
因
が
主
と
し
て
対
外
脅
威

認
識
で
あ
っ
て
、
国
内
政
治
要
因
で
は
な
い
と
す
る
根
拠
が
時
折
や

や
弱
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
両
者
の
関
連
性
の

解
明
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
対
外
脅
威
認
識
、
国
家
建
設
（
国
防
・
経
済
建
設
）、
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国
内
の
政
治
統
合
と
い
う
要
因
が
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
変

化
と
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
が
、
必
ず
し
も
明
確
に

記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
が
説
明
変
数
で
あ
り
、
何
が
被
説
明
変
数

で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
山
口
君

が
序
章
で
述
べ
た
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
定
義
に
基
づ
き
、

各
時
期
に
つ
い
て
「
対
外
政
策
お
よ
び
国
内
政
策
を
目
標
追
求
に
適

し
た
か
た
ち
に
秩
序
づ
け
る
た
め
の
原
則
・
論
理
」
が
い
か
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
に
関
し
て
明
確
な
分
析
が
な
さ
れ
れ
ば
、
論
文
全

体
が
よ
り
一
層
統
合
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
は
、
史
料
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
新
史
料
を
発
掘
し
、
駆

使
す
る
の
は
評
価
で
き
る
が
、
中
国
側
の
史
料
は
そ
の
時
代
に
公
表

さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
歴
史
の
後
知
恵
に
よ
る
書
き
換
え
が

多
く
あ
り
う
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
回
顧
録

に
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。
本
研
究
に
限
ら
ず
、
近
年
の
研
究
は
史
料

の
斬
新
さ
ば
か
り
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
が
、
そ
れ
が
出
さ
れ
た
時

代
と
分
析
対
象
の
時
代
と
の
政
治
的
文
脈
の
違
い
を
当
時
の
公
式
史

料
な
ど
を
駆
使
し
て
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文
で
最

も
気
に
な
る
の
は
、
一
九
五
六
年
の
毛
沢
東
の
「
十
大
関
係
論
」
を

七
六
年
に
公
表
さ
れ
た
文
献
を
底
本
に
し
て
考
察
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
講
話
は
五
六
年
に
は
公
表
さ
れ
ず
、
七
六
年
に
な
っ
て
は

じ
め
て
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
文
革
終
焉
の
時
代
状
況
を
反
映
し

て
、
平
和
な
国
際
環
境
の
な
か
で
戦
争
は
回
避
で
き
、
経
済
建
設
に

注
力
す
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、「
十
大
関
係
論
」
は
文
化
大
革
命
中
に
流
布
さ
れ
た
『
毛
沢

東
思
想
万
歳
』
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
こ
う
し
た

戦
争
回
避
の
議
論
が
見
当
た
ら
な
い
。
七
六
年
版
の
公
表
の
際
に
、

も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
を
復
活
さ
せ
た
の
か
、
も
し
く
は
も
と
も
と

な
か
っ
た
も
の
が
追
加
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
山
口
君
の
証
明

に
と
っ
て
こ
の
部
分
は
重
要
で
あ
り
、
よ
り
精
緻
な
議
論
が
求
め
ら

れ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
以
上
に
お
い
て
指
摘
し
た
課
題
は
、
本
研
究

が
成
し
遂
げ
た
大
き
な
学
術
的
価
値
を
い
さ
さ
か
も
揺
る
が
す
わ
け

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
山
口
信
治
君
の
研
究
者
と
し
て
の

さ
ら
な
る
発
展
と
成
長
を
期
待
し
て
の
指
摘
に
す
ぎ
ず
、
い
ず
れ
本

論
文
を
公
刊
す
る
際
に
改
訂
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
慎
重
な
審
査
に
も
と
づ
き
、
審
査
員
一
同
は
、
本

論
文
が
毛
沢
東
時
代
の
中
国
の
対
外
認
識
と
国
内
政
治
の
連
動
性
を

解
明
し
た
き
わ
め
て
学
問
的
価
値
の
高
い
業
績
で
あ
る
と
判
断
し
、

こ
こ
で
示
さ
れ
た
山
口
信
治
君
の
学
識
が
、
博
士
学
位
（
法
学
、
慶

應
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
に
十
分
に
値
す
る
内
容
で
あ
る
と
確
信

す
る
。
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二
〇
二
〇
年
五
月
四
日

主
査　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員　

高
橋　

伸
夫

法
学
部
教
授
・
博
士
（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員　

小
嶋
華
津
子

法
学
部
教
授
・
博
士
（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

防

衛

大

学

校

長　

国
分　

良
成

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

相
川
裕
亮
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
論
文
の
構
成

　

相
川
裕
亮
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
ビ
リ
ー
・
グ
ラ

ハ
ム
と
「
神
の
下
の
国
」
ア
メ
リ
カ
』
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。序

章　

ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
と
ア
メ
リ
カ

は
じ
め
に

第
一
節　

グ
ラ
ハ
ム
に
関
す
る
研
究
史

第
二
節　

論
文
の
見
取
り
図

第
一
章　

​

ビ
リ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
と
い
う
人
物
：
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

リ
ス
ト
と
「
福
音
派
」

は
じ
め
に

第
一
節　

前
史

（
1
）
キ
リ
ス
ト
教
史

（
2
）
政
教
の
歴
史

第
二
節　

グ
ラ
ハ
ム
の
登
場


